
令和８（2026）年度の地域医療構想調整会議の今後のスケジュールについて 

令和８（2026）年 9月 3日時点 

 

 

〈今後のスケジュールについて〉 

１．第４回 

日程：11 月 24 日（火）18 時 30 分～ 

開催方法：会場開催（ハイブリッド形式） 

協議事項：個別医療機関の病床移転等について 

 

 

２．第５回 

日程：３月頃 

開催方法：会議開催（ハイブリット形式）または書面協議 

協議事項：紹介受診重点医療機関について 

 

※個別案件等により、上記以外にも地域医療構想調整会議の追加開催をさせていただく

場合があります。 

 

 

〈参考：2027 年度末までのスケジュール〉 

 

 

 

 

 

 

※外来医師過多区域に関して、来年（令和 9 年）度は、届け出内容の確認等のため、協議

の場としての地域医療構想調整会議を約３か月に１回の頻度で開催予定です。 
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

個別案件（日程調整済）

紹介受診重点医療機関に関する協議　

外来医師過多区域に関する協議（※）

新たな地域医療構想に関する協議

2026（令和８）年度 2027（令和９）年度

3か月に１回以上開催

2026年度末までに見直し 2028年度末までに策定



紹介受診重点医療機関について

資料４－２



紹介受診重点医療機関について（厚労省資料）

１
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紹介受診重点外来の基準と医療機関の意向の考え方（厚労省資料） 資料●

「外来医療に係る協議の場」での協議

「外来医療に係る協議の場」での協議

紹介受診重点医療機関

「外来医療に係る協議の場」での確認
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（参考）紹介受診重点医療機関一覧（令和8年4月1日時点） 資料●

２
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地域医療構想策定ガイドラインについて
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現行の地域医療構想と新たな地域医療構想

現行の地域医療構想

目 的：団塊の世代が75歳以上となる2025年に向けて、高齢化により増大する医療需要に対応するため、
病床の機能分化･連携を通じて、質の高い効率的な医療提供体制を確保

・都道府県において、各構想区域における2025年の医療需要と「病床数の必要量」について、
医療機能（高度急性期・急性期・回復期・慢性期）ごとに推計し、地域医療構想として策定

・各医療機関から病床機能報告を受け、地域医療構想調整会議において、病床の機能分化・連携
に向けた協議を実施

位置づけ：医療計画の一部

新たな地域医療構想

目 的：85歳以上の高齢者の増加や人口減少が更に進む2040年とその先を見据え、入院医療だけでなく
外来・在宅医療、介護との連携、人材確保を含めたあるべき地域医療提供体制を実現

・医療機関機能報告等に基づき、地域医療構想調整会議において、地域ごとの医療機関機能
（急性期拠点機能、高齢者救急・地域急性期機能、在宅医療等連携機能、専門等機能）の確保や
医療機関機能を踏まえた医療機関間の役割分担等について、地域の関係者による協議を実施

位置づけ：医療計画の上位概念 １
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新たな地域医療構想の概要 資料４－３



地域医療構想の策定・推進に向けたスケジュール

２
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地域医療構想と医療計画のスケジュール

5
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３
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